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一純農村にみる戦後の復興発展過程（上）
―今帰仁村字呉我山―






　① 1944 年（昭和 19 年）の十・十空襲で運天・仲宗根被害甚大。
　② 1945 年（昭和 20 年）2 月、沖縄本島内北部疎開決定。今帰仁村史では、本村は首里・
宜野湾及び伊江村民計 7,700 人を受入れ。
　③ 1945 年（昭和 20 年）4 月１日、米軍沖縄本島中部西海岸（渡具知浜）上陸。同年
4 月 7 日、米軍名護（名護町幸喜）に侵入、同年 4 月 10 日、米軍運天港を占拠。同
年 4 月 15 日、北部守備軍（宇土部隊）八重岳を放棄、羽地山に後退。
　④同年 6 月 17 日、謝名越地以東の村民は羽地へ疎開するよう米軍に命令され、翌 18
日迄に引揚げ終了した。同年 6 月 25 日、平敷以西の村民は久志村大浦崎に疎開命令
され、全村民故里の今帰仁村から引揚げて米軍の収容生活に入る。
　⑤同年 10 月 31 日、米国海軍軍政長官の布告に基き羽地疎開者に対し帰村命令があり、
謝名越地以東の村民は収容生活から開放されて帰村した。
　⑥ 1946 年（昭和 21 年）2 月、マラリヤが大発生し 1 日平均 10 名死亡者を出す。村出
身医師の協力を得て病院を設立する。　










　②嶺井政兼氏（大正 7 年生、ヒナマタ 8 班）の家では、「避難民が首里から来ていた。　　　
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2 ～ 3 世帯、4 ～ 5 名いた。避難民が上座にいて、自分達は下座にいた。上陸前にき
て、しばらくいた」。






























　④嘉陽宗丘氏（14 年 1 月生）の場合は、「空襲には元屋敷の上の防空壕に隠れ、米軍が
上陸してからは「火焚き」という所に隠れては家に帰った。家が焼かれてからはサジャ
ラに隠れ、宗一屋の裏の洞窟に移ったりした」。　   
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　⑤伊佐ウト氏（明治 41 年生）によると、「戦争で家が焼かれたのは旧暦 3 月 3 日（新



























G MC（米軍の 2 トン半トラック）に乗せられ、仲尾次に連れて行かれた。キャンプ
の外で、カバーヤにいたが、空家が出たので伊豆味の方とそこに移った。5 カ月ぐら
いいた。 配給もあり、イモ堀りに呉我山に行き、昼はイモを掘って、暗くなってか















　計画局広報課編集発行『行政記録（1945 年 8 月～ 1962 年 12 月）』により、復興期の
行政機関の施策と住民の動向を、年次を追って経過を見ることにする。
　① 1945 年（昭和 20 年）8 月 15 日、日本がポツダム宣言受託し、無条件降伏に調印。
田井等外 5 地区代表者が石川に参集して「沖縄諮詢会」設立の協議。
　② 1946 年（昭和 21 年）4 月 15 日、戦前の日本円と新円との通貨切替え。同年 6 月 5 日、
米軍補給物資の無償配布打切る。
　③ 1947 年（昭和 22 年）3 月 22 日、全島に亘り住民の昼間通行許可。
　④ 1948 年（昭和 23 年）7 月 18 日、日本円を B 円に通貨切替。軍換算レート 120B 円
対 1 弗実施。
　⑤ 1950 年（昭和 25 年）11 月 4 日、沖縄群島知事就任式、沖縄群島政府発足。
　⑥1952年（昭和27年）2月7日、群島政府の権利を臨時中央政府に移管。同年4月1日、
琉球政府創立。同年同月 28 日、講和条約発効。
　⑦ 1953 年（昭和 28 年）12 月 25 日、奄美大島日本復帰す。
　⑧ 1954 年（昭和 29 年）、ボリビア開拓移民団第一陣 269 名那覇港壮途。
　⑨同年 10 月 4 日、伊江村真謝区・西崎両区の土地 48 万 8 千坪の接収と 152 戸の立ち
退きを軍から伊江村に通達。
　　同年 12 月 24 日、宜野湾村伊佐浜の軍使用計画地 13 万坪のうち、B 地区の一部約 8
千坪の民政府からの使用開始通知。
　⑩ 1956 年（昭和 31 年）6 月 21 日、モーア副長官、プライス勧告の全文を発表。
　　同年 7 月 28 日、四原則貫徹県民大会（那覇高校）。
　⑪ 1958 年（昭和 33 年）9 月 16 日、通貨交換開始（1 ドル対 120B 円）。






























































　④地元新聞によると、1950 年 5 月の伊波闘牛場での闘牛大会に６番呉我山クジヤー、
9 番呉我山トビーが出場している。1963 年 5 月の北部闘牛大会では、呉我山アカブー
（伊佐常福）、呉我山１号（新城新安）、呉我山アヨー（荻堂盛貴）、呉我山チヌシルー
（嘉陽宗勇）、呉我山サイヨー（宮里政清）と、5 組 10 頭のうち、呉我山から 5 頭出
場している。
　⑤お宮の前の闘牛場は、パイン工場の工員宿舎・倉庫を作るということでデークマタ（道





























子供達はテレビを見に自分の家に来ていた。村内（2 ～ 4 班）はまとまって発電機を購入
して、売店の近くに設置し、真一氏等が交替で面倒をみていた。クヮナサド・スルミチ（9・
10 班）は裕太郎氏宅入口に発電機を置いて、山川氏等 5 ～ 6 名で交替して電気係をして
暗くなると発電し、終電は晩 10 時頃までであった。アカギマタ（5・6 班）は比嘉真松
氏宅の隣に発電機を置いて、配線して電燈をつけた。ヒナマタ（7・8 班）は宮里政忠氏
の屋敷内の小屋に発電機を置いて、配線して電燈をつけた。仲宗根宗信氏（昭和 13 年生）
によると、当時の発電機は 2.5 ～ 5kw のものだったという。
　琉球電力公社の配線が呉我山に来たのは 1968 年頃で、それから冷蔵庫等の電化製品が



















シラ屋の松田政俊氏が買って 5 ～ 6 年ぐらい操業していた。仲宗根英弘氏は中学生（1951


















　1958 年（昭和 33 年）5 月に琉球政府は、バインアップル種苗の本格的な増殖の必要
性と山地開発構想の実現のため、1958 年 2 月今帰仁村字玉城に村有地 33 万㎡を借地し、
呉我山試験地の設置となり、83㎡の鉄筋コンクリート建の試験地事務所が落成した。
　呉我山試験地に果樹関係試験の全てを移動した。1978 年（昭和 53 年）４月の組織改
正後は、名護支場になって庶務課に、パイン・果樹・茶業・水田・畑作研究室及び呉我山
『南島文化』第 39 号80











今帰仁村呉我山へと移動した。1959 年（昭和 34 年）2 月、今帰仁村より村有地 15 ヘク
タールを借り受け、訓練所として今帰仁キャンプを設置した。ここでは呉我山と嵐山に
30町歩の農場をもつ本格的な訓練所であった。最初の訓練生として30名が入所してきた。
朝 8 時から夕方 5 時まで呉我山・嵐山の農場で作業して、バナナ 300 本、パイン 6 万本、
みかん 700 本、お茶 800 坪が植付けられていた。作業はトラクター、ジープ、耕耘機の
運転練習をし、馬耕、接ぎ木、農産加工の実習等もした。
　トラクターは運転免許証もらうのを目標にしていた。晩７時半から 9 時半まで、2 時間
の講義があり、農業教育（50％）、機械技術（15％）、移民教育（25％）、一般教育（10％）
















の工場を作り、お茶（番茶）を製造していた。昭和 38 年（1963 年）頃そこで働いてい
た安慶名伝明（昭和 16 年生）氏によると、1 番茶（3 ～ 4 月）、2 番茶（5 月）、3 番 4 番
と各期10日ぐらい製造した。1日に茶葉で200kg搬入され、製茶にすると4分の1になっ






  2-4-1  1954 年、呉我山に竜巻









一般農民 130 名が 1 株 1 千円の 3 分の 1 払込みで資金を集めて設置されたもので、総工
費 300 万円を投じ、去る 7 月着工して 11 月に見事落成をみたものである。工場は約 400
坪で、加工場、倉庫、原料置場、ボイラー室、電気台などからなっているが、今期でもす






　琉球新報 1961 年 6 月 11 日「呉我山に咲いた美談二重奏、故阿部少尉の遺族に区民が
愛の奉仕」の見出しで、「8 日ひるその建立と慰霊祭がおこなわれたが、その場所が海抜
300 メートル余のクロ山の頂上。戦死した位置に建てられた。戦死した長野県出身の阿部



















の回収や倉庫の整理に当たったが、かなりの製品が行方不明。工場の浸水で 2 ～ 3 週間
は操業不能という。そのほか豚舎もろとも押し流された豚やニワトリの死体が道路にころ
がっていて、水流の激しさを物語っていた。大きな水害となった直接の原因は、わずかに
2 時間で 300 ミリを越す記録的な降雨量と〈山つなみ〉のようにあっという間に押し寄せ
た水流が河川のはんらんを招いたことなどが考えられる。〈山つなみ〉のように町や村に
水が流れ込んだのは最近ブームになっている山地の開発。更に台風 12 号の影響で 3 日間
も断続的に雨が降ったため地下への浸透に限界をきたしたとの見方もある」。
　なお本稿をまとめるにあたって、来間泰男沖縄国際大学名誉教授から、投稿規定の文字
数に収めるための構成の修正、見出し、文章の指導を頂きました。感謝申し上げます。
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